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独立行政法人大学入試センター
令和 7 年度試験「情報Ⅰ」

令和 7（2025）年 1 月 19 日に実施された大学入学共通

テスト「情報Ⅰ」の問題を、中野由章先生（工学院大学附

属中学校・高等学校 校長）に解説していただきました。

当資料は「YouTube 日文チャンネル」にて公開された

動画の内容を書き起こしたものです。ぜひ、動画と併せて

ご覧ください。

大 学 入 学
共通テスト「情報Ⅰ」解説

大学入学共通テスト「情報Ⅰ」がついに実施されま

した。大学入学共通テストに「情報Ⅰ」が導入された

ことは、一定のレベル感を持って力を測る基準ができ

た点で、教科「情報」における大きな転換点と言える

でしょう。今回は、「年刊『情報Ⅰ』創刊！」と題して、

お話をしていきたいと思います。

まず、問題構成を確認しましょう。大問は 4 つ、

すべて必答となっています。ほとんどの方が第 3 問

に対して一番身構えていたんじゃないかと思われます

が、一つひとつしっかり見ていきます。

令和７（2025）年度

第 1 問

問 1
a デジタル署名

b IPv6

問 2 データ量

問 3 チェックディジット

問 4 UI（ユーザーインタフェース）

第 2 問
A 情報システム

B シミュレーション

第 3 問 プログラミング

第 4 問 データの活用

はじめに

中野由章 先生
工学院大学附属中学校・高等学校 校長

IBM 大和研究所、高校教員、大学教員
を経て現職。情報処理学会等を中心に
高校情報科関連の調査研究活動も展開。
技術士（総合技術監理・情報工学）

目次

p.9第 3 問
問 1 問 2 問 3

p.12第 4 問
問 1 問 2 問 3 問 4

第 2 問 p.5

問 1
問 1

問 2
問 2

問 3
問 3

問 4A
B

第 1 問
問 1 問 2 問 3 問 4

p.2

日文教授用資料［情報］

※本冊子掲載二次元コードのリンク先コンテンツは予告なく変更または削除する場合があります。
本資料は、一般社団法人教科書協会「教科書発行者行動規範」に則り、配布を許可されているものです。

日文のWebサイト

日文

https://www.youtube.com/c/nichibunCH
https://www.dnc.ac.jp/kyotsu/shiken_jouhou/r7/#mondai
https://www.nichibun-g.co.jp/


32

解答　ア：2

これはデジタル署名で何ができるかを聞いている、

知識を確認する問題です。デジタル署名は、デジタル

文書の本人確認と改ざん防止のために用いられます。

紙の文書における印鑑やサインの役割です。暗号化自体

はデジタル署名の目的ではないので注意してください。

解答　イ：2

これは IPv6 についての問題です。アドレス空間が

広がったことを示した選択肢が正解になります。

インターネットに接続する機器が増えるにつれて、

IPv4（32 ビット）のアドレスでは足りなくなってきま

した。IPv6（128 ビット）はその解決策として登場し、

膨大な数の IP アドレスを提供しています。

解答　�ウ・エ・オ：1・2・8（完答）�
カ：5

7 セグメント LED で可能な点灯パターンの総数を

計算する問題です。LEDⓐ～ⓖの 7 つは、それぞれ

点灯するかしないか、つまり 0 か 1 かの 2 通りの状

態があります。それが 7 つあるため、全体の組み合

わせは 27＝128 通りです。

次に、7 セグメント LED を使用してエラーコード

を表示するために必要な部品の数を求めます。1 桁目

には大文字のアルファベット（A ～ H の 8 種類）、2

桁目には小文字のアルファベット（a ～ e の 5 種類）、

3 桁目以降には数字（0 ～ 9 の 10 種類）が使用され

るため、3 桁のエラーコードで表現可能な組み合わせ

は 8×5×10＝400 種類となります。同じように、4

桁のエラーコードの場合は 8×5×10×10＝4000 種

類で、まだ 5000 種類には届きません。さらにもう 1

桁追加すると、8×5×10×10×10＝40000 で、5000

種類を十分表現可能です。よって、7 セグメント

LED の部品は 5 個必要ということになります。

解答　キ：7、ク：3

チェックディジットを計算する方法を理解し、具体

的な利用者 ID をもとに正しい値を導き出す問題です。

チェックディジットは、入力ミスを検出するために元

の符号に追加される数字です。この問題では、生成方

法 A と生成方法 B の 2 つの方法が示されています。

生成方法 B に従って計算すると以下のようになります。

問 1 a

問 1 b

問 2

問 3

奇数桁（N5, N3, N1）をそれぞれ 3 倍する：

N5＝2, N3＝6, N1＝9

→ 2×3＝6, 6×3＝18, 9×3＝27

偶数桁（N4, N2）の値はそのまま：

N4＝2, N2＝0

全ての値を合計する：

6＋18＋27＋2＋0＝53

合計を 10 で割った余りを求める：

53÷10＝5…3

余りを 10 から引く：

10－3＝7

よって答えは 7 となります。
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問
4

つづいて、生成方法 A と生成方法 B の違いを理解し、

生成方法 B が特定の入力ミスを検出できる理由を考

える問題です。生成方法 A は、各桁の値を単純に足

し合わせる方法です。桁の入れ替えでは、合計が変わ

らないため、ミスを検出できません。

例：1＋2＋3＋4＋5＝15

1＋2＋3＋5＋4＝15

生成方法 B は、奇数桁は 3 倍し、偶数桁はそのま

ま足します。奇数桁と偶数桁の計算ルールが異なるた

め、桁の入れ替えでは結果が変わり、ミスを検出でき

る可能性があります。

例：1×3＋2＋3×3＋4＋5×3＝33

1×3＋2＋3×3＋5＋4×3＝31

選択肢⓪は、奇数桁 2 つの入力ミスの仕方によっ

て検出できる場合とできない場合があります。例えば、

奇数桁の数字を入れ替えるような入力ミスの場合、ど

ちらの生成方法でも検出できません。一方で、奇数桁

の数字を異なる数字に入力ミスした場合は検出可能で

す。よって、⓪は生成方法 B の有効性を示すもので

はありません。

①も、連続する 2 桁の入力ミスの仕方によって検

出できる場合とできない場合があります。例えば、「連

続する二つの桁の数字」が「12」のとき、「12」を「21」

と入力ミスした場合を考えてみると、生成方法 A で

は検出できず、生成方法 B では検出できます。また、「連

続する二つの桁の数字」が「12」のときに、「12」を

「23」と入力ミスした場合では、どちらの生成方法で

も検出できます。最後に、「連続する二つの桁の数字」

が「00」のときに、「00」を「13」と入力ミスした

場合を考えてみましょう。

　例：

　　生成方法 A

　　　1＋2＋3＋0＋0＝6

　　　1＋2＋3＋1＋3＝10

　　生成方法 B

　　　1×3＋2＋3×3＋0＋0×3＝14

　　　14÷10＝1…4

　　　10－4＝6

　　　1×3＋2＋3×3＋1＋3×3＝24

　　　24÷10＝2…4

　　　10－4＝6

このように、生成方法 A では検出でき、生成方法

B では検出できません。よって、①も生成方法 B の

有効性を示すものではありません。

選択肢②は、奇数桁同士の入れ替えでは、生成方法

B でも奇数桁全体の計算結果が変わりません。そのた

め、生成方法 B が生成方法 A より有効であることを

示すことはできません。よって答えは③です。

解答　ケ：2

UI（ユーザインタフェース）に関する問題で、こ

問 4 a

こでは、マウスカーソルを最も短い時間で対象物に移

動できるのはどれかを問われています。問題文で説明

されている法則はフィッツの法則と呼ばれるもので

す。法則の名前は知らずとも、この条件を踏まえて解

答を求めることができればよいです。さらに、問題文

に条件として「ディスプレイの端は実質的に大きさが

無限大になると考える」とあります。端の対象物を「非

常に大きなもの」として扱うという意味です。この条

件を踏まえて選択肢を比較すると、

⓪距離が最も長く、サイズが最も小さい。

①は距離が短く、サイズは有限。

②は距離が短く、サイズは無限大（端にある）。

③は距離が②よりも長く、サイズは無限大。

よって、問題文の条件に該当するものは②となります。

解答　コ：0・サ：1（完答）

先ほどの問題と同様に、「距離が短いほど操作が速

い」という特性をもつフィッツの法則を前提にしてい

ます。今回は、メニュー項目の配置が利用頻度とマウ

スカーソルの位置に基づいて設計されている理由を考

えます。

図を見ると、マウスカーソルは項目 1 の左上にあ

ります。右クリックをしたときのメニュー表示によく

ある形式です。このとき、よく使う項目が近くに表示

されると便利ですよね。逆に、利用頻度が低い項目は

遠くにあっても大して不便さを感じません。項目 5 は

最も遠くにあるので、利用頻度が低く、意図的にマウ

スカーソルから遠くに配置されていると考えられます。

問 4 b

第 2 問は A と B の 2 つに問題が分かれていて、A

は情報システムの問題です。会話文形式ですが、今回

は読み込まなくても解ける内容でした。

解答　�ア：5�
イ：3・ウ：4（解答の順序は問わない）

まず、LikeWing 駒谷南店のレシートから得られる

情報について考えます。

ア は LikeWing 全体での「時間帯ごとの総売

上額（消費税込）」の比較を行うために必要な情報は

何かを聞いています。時間帯ごとなので「購入時刻」が

必要ということはわかっています。あとは消費税込の

総売上額が知りたいので、選択肢⑤が正解となります。

つづいて、 イ ウ は「曜日別の各商品

の購買の状況」を把握するために必要な情報は何かを
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聞いています。すでに「購入日」と「曜日」が必要と

いうことはわかっているので、他に何が必要かを考え

ます。何がいくつ購入されたかがわかればよいので、

答えは選択肢③と④です。

解答　エ：0

この問題では、ポイント会員情報とレシートに印字

されている情報を組み合わせて分析することで得られ

る情報を確認し、得られない情報を選ぶ必要がありま

す。選択肢を一つずつ見ていきましょう。

選択肢⓪は、購入理由はデータでは記録されないた

め、分析によって得ることはできません。これが正解

です。

①は、レシートに印字されている「ポイント会員 ID」

と「商品コード、購入商品名」を結びつけて分析すれ

ば、繰り返し購入されている商品を特定できます。

②は、会員情報に「生年」が含まれているため、年

齢層ごとの購入傾向を分析できます。

③は、レシートから「購入時刻」、会員情報から「性

別」と「生年」が得られ、これらをもとに時間帯ごと

の傾向を分析できます。

解答　オ：3・カ：5（完答）

この問題では、「店コード」と「ポイント会員 ID」

という情報が LikeWing の情報システムにおいてど

の情報の流れで必要になるかを問われています。図 2
をもとにそれぞれの情報の役割を確認しながら解説し

ます。

店コードは店舗を識別するための情報です。どの店

舗で何がどれだけ売れたかという情報を本部に渡すと

きに示す必要があります。図 2 でいうと（い）ですね。

また、どの店舗にどの商品をどれだけ送るかという指

示を本部から配送センターへ出す際にも必要ですね。

これは図 2 の（あ）ですね。

「ポイント会員 ID」は顧客を識別するもので、まず

買い物するときに顧客がレジでポイントカードを出す

ときに使われます。図 2 の（う）です。また、どの

顧客が何をいくつ購入したかという情報も本部で管理

しているので、（い）も該当します。

よって、答えはオが③、カは⑤となります。

解答　キ：0、ク：6、ケ：3

この問題では、「ポイント会員 ID」と「ネットショッ

ピングサイトのアカウント」の連携によるメリットを

実現するために、どのような条件が必要かを考えます。

それぞれのメリットに必要な条件を整理してみましょう。

メリット 1 は、顧客がネットショッピングサイト

でログインしたときに、実店舗も含め買い物で貯めた

ポイントを表示する仕組みです。このためには、「ポ

問 2
A

問 3
A

問 4
A

イント会員 ID」と「ネットショッピングサイトのア

カウント」を対応づけて、両方の情報を連携させる必

要があります。

メリット 2 は、顧客がネットショッピングサイト

で購入したい商品を選ぶ際に、よく利用する実店舗で

その商品の在庫があるかどうかを確認する仕組みで

す。このためには、ネットショッピングサイトと実店

舗で商品コードを統一し、実店舗の在庫を把握できる

仕組みが必要です。一般的に JAN コードをそのまま

使うことが多いです。また、顧客の利用店舗を特定す

るため、店コードも紐づける必要があります。もちろ

ん、「ポイント会員 ID」と「ネットショッピングサイ

トのアカウント」の連携は必須です。

メリット 3 は、顧客の購入履歴をもとにおすすめ

の商品を提示する、いわゆるレコメンド機能です。こ

れを実現するには、「ポイント会員 ID」と「ネット

ショッピングサイトのアカウント」の連携に加えて、

ネットショッピングサイトと実店舗の購入履歴を統一

的に管理する必要があります。これは、商品コードを

共通化することで実現できます。そして、この機能で

は在庫情報は必要ありません。おすすめ表示は購入履

歴に基づいて行われるため、商品の在庫状況は関係し

ないからです。

よって、メリット 1 はあ、メリット 2 はあ，い，う、

メリット 3 はあ，いの条件が満たされる必要がある

ということがわかります。

解答　�コ：5�
サ：1・シ：2（完答）�
ス：1・セ：8（完答）

第 2 問の B は、シミュレーションの問題です。グルー

プの会計係としてお釣りに必要な千円札の枚数をシ

ミュレーションするという設定です。

まず、シミュレーションの条件を確認します。メン

バーが支払う金額は千円札 6 枚（6000 円）または

一万円札 1 枚（10000 円）のいずれかで、千円札 6

枚で支払う確率は 30％、一万円札で支払う確率は

70％とします。一万円札で支払われた場合は、お釣

りとして千円札 4 枚（4000 円）を渡します。二千円

札や五千円札、硬貨を混ぜて支払われることはないと

簡略化しています。

では、空欄を埋めて表 1 を完成させましょう。表

の空欄は、「乱数 r の値」に基づき、支払い方法をシミュ

レーションして計算します。

5 人目：r＝9 → 一万円札で支払う

手元の一万円札の枚数 → 3＋1＝4

お釣りとして千円札 4 枚を渡すため、

手元の千円札の枚数 → -6－4＝-10

6 人目：r＝4 → 一万円札で支払う

手元の一万円札の枚数 → 4＋1＝5

手元の千円札の枚数→ -10－4＝-14

7 人目：r＝5 → 一万円札で支払う
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手元の一万円札の枚数→ 5＋1＝6

手元の千円札の枚数 → -14－4＝-18

8 人目：r＝3 → 千円札 6 枚で支払う

手元の一万円札の枚数 → 6＋0＝6

手元の千円札の枚数 → -18＋6＝-12

よって、コは 5、サは 1、シは 2 が入ります。

次に、お釣り不足を防ぐためには千円札を何枚用意

しておけばよいかを考えます。これは、「手元の千円

札の枚数」が最も不足しているときを確認しましょう。

今回の場合、7 人目の -18 が最も不足しているので、

千円札を事前に 18 枚用意すればよいということにな

ります。

解答　ソ：1

先ほどのシミュレーションを 10,000 回試行した結

果をもとに、図 3 のグラフから読み取ることができ

るものを考えます。図 3 では、横軸に「『手元の千円

札の枚数』の最小値」、縦軸にその回数を示しています。

選択肢を一つずつ見ていきましょう。

⓪は、グラフの左端を見ると誤りであることがわか

ります。「手元の千円札の枚数」が -40 というのは、

千円札が 40 枚足りていない、つまり 10 人全員にお

釣りを渡す必要があったということです。これは、全

員が一万円札で支払ったケースが 300 回くらいあっ

たということになります。

①は、グラフの右端を見ると正しいことがわかりま

す。千円札が不足しないということは、「『手元の千円

札の枚数』の最小値」が 0 ということで、そのケー

スは約 800 回あったということが示されています。

10,000 回分の 1,000 回で 1 割なので、それより少な

いため 1 割以下ということになります。

②は、いくら 10,000 回と言っても、やりなおせば「まっ

たく同じ」になることはまずあり得ません。図 3 とは微

妙に違う結果になる可能性があります。よって、誤りです。

③は、断言できません。例えば、1 人目が千円札 6

枚で支払い、2 人目が一万円札で支払ったとき、1 人

目が支払った千円札からお釣りを出すことができま

す。同じように、3 人目が千円札 6 枚で支払い、4 人

目が一万円札で払った…というようなことが繰り返さ

れると、千円札が不足する状況は発生しないけれど、

一万円札で支払っている人もいることになります。千

円札が不足しなかったパターンが 800 回あったとい

うことはわかりますが、その中に全員が千円札で支

払ったケースがあるかどうかをこのデータから特定す

ることはできません。

よって、選択肢①が正解です。

解答　タ：2

「事前に千円札を 20 枚用意した場合に、起こるこ

とがないケース」を選ぶ問題です。選択肢を順番に見

ていきましょう。

⓪は誤りです。例えば、1 人目が千円札で支払った場

合、手元の千円札の枚数は 26 枚になります。その後、

残りの 9 人全員が一万円札で支払った場合、おつりとし

て千円札が 4×9＝36 枚必要となり、不足が発生します。

①も誤りです。これは全員が千円札 6 枚で支払う

ケースで、先ほどの図 3 の右端に含まれる可能性が

あります。

②が正解です。千円札で支払う人が 5 人というこ

とは、一万円札で支払う人も 5 人になります。このと

きに、「『手元の千円札の枚数』の最小値」が最も小さ

くなるケースを考えます。最初の 5 人が一万円札で支

払うと、用意した千円札 20 枚を使い切ることになり

ます。ですが、残りの 5 人は千円札で支払うため、不

足は発生しません。したがって、どの順番でも「途中

でおつりの千円札が不足するケース」は起こりません。

③は誤りです。一万円札で支払う人が 8 人という

ことは、千円札で支払う人が 2 人いるということに

なります。このとき、手元の千円札の枚数が最も多く

なるのは、最初の 2 人が千円札で支払ったときです。

この場合、6×2＝12 枚増え、手元の千円札が合計

32 枚になります。その後、8 人が一万円札で支払っ

た場合、おつりとして千円札が 4×8＝32 枚必要にな

りますが、この順番であれば千円札が不足することは

ありません。

問 2
B

問 3
B

第 3 問はいよいよプログラミングです。

まず、シチュエーションを確認するための問題から

始まります。1 から 9 までの工芸品の製作日数が表 1
にまとめられており、それを 3 人の部員で分担して

製作します。

解答　�ア：2、イ：2、ウ：2、エ：3�
オ：5

工芸品 4 について、誰が何日目から何日目で完成

させることができるかを聞かれています。図 1 を見

ると、部員 2 が 2 日目から工芸品 4 の製作を開始し

ています。表 1 では、工芸品 4 の製作日数は 1 日と

あります。よって、工芸品 4 は「部員 2 が 2 日目か

ら 1 日間製作する」となります。

つづいて、工芸品 5 についても同様に見ていきます。

表 1 を見ると、工芸品 5 の製作日数は 3 日です。図 1
を見ると、最も早く手が空くのは部員 2 です。よって、

部員 2 が 3 日目から 5 日目まで、工芸品 5 を担当す

ることなります。

ちなみに、工芸品 9 までの製作の割り当てをまと

めると表 A のようになります。

問 1

第 3 問
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問
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Akibi[1] は部員 1、Akibi[2] は部員 2、Akibi[3] は

部員 3 の空きになる日を表します。図 1 を見ると、

部員 1 は 4 日目まで工芸品 1 を製作し、5 日目に手

が空くので、図 3 の Akibi[1] は 5 となっています。

同様に考えて、Akibi[3] は 4 となります。

この考え方に基づき、作成されたプログラムが図 4
です。順番に見ていきましょう。

(01) 行目は、各部員の空きになる日（Akibi）を設

定しています。この配列を見れば、各部員がいつ空き

になるかがわかります。

(02) 行目は、部員の総数を変数 buinsu に設定しま

す。この問題では、部員が 3 人いることを表しています。

(03) 行目は、製作の担当部員を表す変数 tantou

を初期化します。最初は部員 1 に設定されています。

(04) 行目は、部員 2 から部員の総数（ここでは 3 人）

まで順番に調べる処理を繰り返します。つまり、部員

2 と部員 3 の順に空きになる日を確認する指示です。

(05) 行目は、現在の部員（buin）の空きになる日が、

担当部員（tantou）より早いかどうか比較します。

この場合は、Akibi[buin] < Akibi[tantou] となりま

す。(03) 行目で tantou = 1 とあるので、まずは部員

1 と部員 2 の空きになる日が比較され、部員 2 の空

きになる日が部員 1 の空きになる日より早いなら条

件が成立します。

(06) 行目は、条件が成立した場合、製作の担当部

員を現在の buin に更新します。

(07) 行目は、最終的に決まった担当部員を表示し

ます。

つづいて、部員が 5 人に増え、(01) 行目で Akibi 

= [5, 6, 4, 4, 4] と設定したとき、(06) 行目の代入が

何回行われるかを聞いています。要するに、製作の担

当部員（tantou）が更新される回数を答えればよい

のです。

初期値は部員 1（tantou = 1）。

部員 2（Akibi[2] = 6）は部員 1（Akibi[1] = 5）

より遅く空きになる → 更新なし。

部員 3（Akibi[3] = 4）は部員 1（Akibi[1] = 5）

より早く空きになる → 更新される（tantou = 3）。

部員 4（Akibi[4] = 4）は部員 3 と同じ空き日 → 

更新なし。

部員 5（Akibi[5] = 4）も部員 3 と同じ空き日 → 

更新なし。

よって、代入は 1 回のみ行われ、「次の工芸品の担

当は部員 3 です」と表示されます。

解答　ケ：1、コ：4、サ：2、シ：0

問 3 は、さらに設定を加えてみようという問題です。

9 つの工芸品それぞれの製作日数も考慮したプログラ

ムを作成します。また、起点を合宿初日とし、どの部

問 3

解答　カ：4、キ：1、ク：1

この問題では、早く手が空く部員を効率よく製作に

割り当てるためのプログラムを考えます。

「Akibi」は、各部員が次に手が空く日を記録した

配列（リスト）です。配列の添字は 1 から始まり、

問 2

問
1

問
2

問
3

日付（日目） 1 2 3 4 5 6 7 8 9
部員 1 1 7 9
部員 2 2 4 5 8
部員 3 3 6
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解答　オ：1・カ：3（解答の順序は問わない）

解答群の③に訂正が入っています。正しくは以

下のとおりです。

③ ある目的の旅行者数が多い都道府県ほど，他

の目的の旅行者数も多くなる傾向にある

都道府県ごとの旅行者数と旅行目的別の内訳を用い

て、相関係数を計算し、それぞれの散布図をまとめた

図 2 から、旅行者数の関係性を探る問題です。選択

肢を一つずつ見ていきましょう。

⓪は、「二つの都道府県を比較して」とありますが、

図 2 には都道府県名やそのデータが示されていませ

ん。よって、誤りです。

①は、複雑な書き方をしていますが、「出張等の旅行

者数」と「帰省等の旅行者数」の相関についての話なので、

左上のグラフを見るとわかります。その比率の最も高い

点でも、1.5 倍未満の範囲に収まっています（図 A）。

そして、横軸と縦軸の目盛り数に注意してください。

「出張等の旅行者数」の目盛りが 3000、6000、9000 と

区切られている一方、「帰省等の旅行者数」の目盛りは

2000、4000、6000 と区切られており、スケールの幅が

違います。よって、「帰省等の旅行者数」が 6000 付近の

点の「出張等の旅行者数」は 9000 よりも小さいことが

わかります。6000×1.5＝9000 なので、「出張等の旅行

者数」は「帰省等の旅行者数」の 1.5 倍を下回っています。

②は、都道府県ごとの数値を比較する内容ですが、

図 2 には都道府県名やそれぞれの数値が示されてい

ません。したがって、これは誤りです。

③は、正しいです。図 2 を見ると、どの組み合わ

せの散布図も正の相関を示しています。これにより、

どの旅行目的であっても、旅行者数が多いほど他の目

的の旅行者数も多くなる傾向があると言えます。

④は、「出張等の旅行者数」と「帰省等の旅行者数」

に相関関係はありますが、因果関係があるわけではな

問 2

第 4 問は、データの活用です。都道府県ごとの旅

行者数、旅行目的に関するデータを分析し、その結果

から旅行者の行動パターンや各地方の特徴を読み取る

問題です。

解答　�ア：3・イ：0（完答）�
ウ：0・エ：2（解答の順序は問わない）

この問題は、ウ・エの解答群の⓪と①に訂正が

入りました。正しくは以下のとおりです。

⓪ 帰省等を目的とする旅行者数がすべての地方

の中で最も多い地方は関東である

① 観光等を目的とする旅行者数がすべての地方

の中で最も多い地方は沖縄である

まず、表 1 を参照しながら、尺度水準に関する会

話文の空欄を埋めます。「地方」は、分類や区別をす

るための名称として数値を割り当てた項目なので、名

義尺度です。その他の項目は、旅行者数の内訳を示し

ており、数値の大小関係や差だけでなく比率に意味が

あるので、比例尺度です。たとえば、調査する旅行者

数を 1,000 人から 2,000 人に増やした場合、値が 2

倍になるという意味です。このあたりは基本知識とし

て押さえておきましょう。

つづいて、表 1 のデータに基づいて作成された (a)

棒グラフと (b) 帯グラフを読み取り、旅行者数の傾

向や地方ごとの特徴を考えます。

まず、それぞれのグラフが何を示しているかを確認

しましょう。(a) 棒グラフは、各地方の旅行者数を目

的ごとに示しています。(b) 帯グラフは、各地方の旅

行者数の合計に対する目的ごとの割合を示しています。

では、選択肢を一つずつ見ていきます。

⓪は、(a) 棒グラフで旅行者数を見るとわかりま 

す。帰省等を目的とする旅行者数が最も多い地方は、

20000 千人に迫る関東です。したがって、これは正

しいです。

①も、(a) 棒グラフで確認できます。観光等を目的

とする旅行者数が最も多い地方は、40000 千人を超

えている関東です。したがって、これは誤りです。

②は、(b) 帯グラフを見るとわかります。関東の出

張等を目的とする旅行者数の割合は 25％に届かない

一方で、東北はそれよりも高いです。したがって、こ

れは正しいです。

③も、(b) 帯グラフで確認できます。中部の観光等

を目的とする旅行者数の割合は、具体的な数値は不明

ですが、近畿と比較すると少し高いです。したがって、

これは誤りです。

よって、⓪と②が答えとなります。

問 1

員も手が空いている状態から考えることにしていま

す。これらの設定をもとに作成されたプログラムが 

図 5 です。これも一つずつ見ていきましょう。

(01) 行目は、各工芸品の製作日数を記録した配列

です。1 つめは工芸品 1、2 つめは工芸品 2 といった

形で対応します。

(02) 行 目 は、 製 作 す る 工 芸 品 の 総 数 を 変 数

kougeihinsu に設定します。この問題では、全部で

9 つの工芸品があることを表しています。

(03) 行目は、各部員が空きになる日を記録した配

列です。今回は、合宿 1 日目を初期値とするため、

部員 3 人とも空いている状態です。

(04) 行目は、部員の総数を変数 buinsu に設定し

ます。この問題では、部員が 3 人いることを表して

います。

(05) 行目は、工芸品を 1 つずつ順番に割り当てるた

めの繰り返し処理を設定します。この場合、「kougeihin

を 1 から kougeihinsu まで 1 ずつ増やしながら繰り

返す」となります。

(06) ～ (09) 行目は、部員の空きになる日を比較し、

次の工芸品を担当する部員（tantou）を決定します。

この部分は問 2 の図 4 の処理と同じです。

(10) 行目は、割り当てられた工芸品と担当部員、

そしてその製作期間を表示します。たとえば、「工芸

品 1…部員 1：1 日目～ 4 日目」といった形です。 

製作日数の終了日は、担当部員の空き日に Nissu 

[kougeihin]-1 を足した値となります。「空きになる

日」と「製作日数」をそのまま足してしまうと、たと

えば部員 1 が工芸品 1 を担当した場合、1＋4 で「5

日目まで」となってしまうので注意してください。

(11) 行目は、選ばれた担当部員（tantou）の次の

空きになる日を更新します。「現在の空きになる日」

＋「製作日数」で計算されます。先ほどの例でいうと、

部員 1 が 1 日目から 4 日目まで製作した場合、次に

空きになるのは 5 日目になります。これを更新する

ことで、次の工芸品の割り当てに反映されます。

問
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第 4 問
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いため、誤りです。

したがって、答えは①と③になります。

解答　キ：0、ク：3

図 3 と図 4 をもとに、旅行者数の関係性を読み取

る問題です。とくに、相関関係や比率の概念を深く理

解し、グラフを正確に解釈する力が求められます。今

回の「情報Ⅰ」の問題の中で最も難しいと思います。

改めて、それぞれの図を確認しましょう。図 3 は

縦軸で「出張等の旅行者数」、横軸で「観光等の旅行

者数」を、どちらも実数で示しています。図 4 は、

問 3

縦軸で「出張等の旅行者数÷人口」、横軸で「観光等

の旅行者数÷人口」を示しています。つまり、各都道

府県の「人口」あたりの「旅行者数」の割合です。そ

して、この 2 つの図には「縦軸と横軸の値が等しい」

直線が引かれています。この線上にある点は、縦軸と

横軸の値が同じです。

では、この 2 つの点○について何が言えるかを考

えます。このとき、図 3 と図 4 どちらも、目盛りの

数もそこに示されている値も違うことに注意しましょ

う。図 4 は、「人口」あたりの「旅行者数」の割合で、

縦軸と横軸どちらも「人口」という同じ値で割ったも

のです。つまり、比率を示していて、これはどの点を

見ても変わりません。具体例をあげると、点 X の「出

張」：「観光」＝「出張 / 人口」：「観光 / 人口」という

ことです。4：6＝2：3 のように、それぞれ示される

数値は違っても比率は変わりません。つまり、出張等

と観光等の値が比例していることを意味します。そし

て、2 つの点○はどちらの図でも「縦軸と横軸の値が

等しい」直線の上方にあるため、同じ都道府県を示し

ていると考えられます。

つづいて、点 X と点 Y について、図 3 と図 4 で位置

が逆転している理由を考えます。先ほどお話したように、

図 4 は「人口」あたりの「旅行者数」の割合を示して

います。割合の値は「人口」が多いほど小さくなります。

簡単な数値で例をあげると以下のようになります。

例 a

出張等の旅行者数：250 万人

人口：1000 万人

割合：250÷1000＝0.25

例 b

出張等の旅行者数：108 万人

人口：120 万人

割合：108÷120＝0.9

割合の値を見ると、点 X のほうが点 Y より小さい

ので、図4 では点 X のほうがグラフの下に示されます。

しかし、旅行者数は点 X のほうが多いので、図 3 で

は点 X のほうが上に示されます。したがって、点 X

と点 Y の位置が逆転する理由は、人口の違いによっ

て比率の値が変化するためです。

これは骨のある問題だと思います。目盛りの値を調

整せず、直線の傾きを変えることで、わかりにくくなっ

ています。これを読み取ることができたら、十分なグ

ラフ読解力が身についていると言えます。

解答　ケ：2、コ：3、サ：2、シ：4

図 5 に示された箱ひげ図と散布図をもとに、「出張 /

人口」と「観光 / 人口」の関係性を読み取る問題です。

「観光等の旅行者が人口の 4 倍以上訪れる都道府県」

は観光＞（人口×4）、つまり（観光÷人口）＞4 なので、

横軸の 4.0 よりも右側を見ます。答えは、点 D と点

問 4
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実際に試験問題を解いてみての感想としては、全体

を通してやさしい内容でした。ですが、「情報Ⅰ」の

4 領域がバランスよく問われており、適切な分量で構

成された良問揃いであると感じました。これまでに発

表されてきた試作問題やサンプル問題を踏まえ、完成

度がさらに高まった印象を受けます。また、教科「情

報」の方向性も見えてきたのではないでしょうか。

本冊子が、教科「情報」を学ぶ多くの方の学びを深

め、先生方の指導の一助となれば幸いです。

E の 2 つです。

次に、第 3 四分位数で区切ったときの分類を考え

ます。箱ひげ図をもとに、第 3 四分位数の位置に線

を引きました（図 A）。

縦軸の 0.6 強より上にある点を「出張等が多めの都

道府県」、横軸の 2.0 強より右にある点を「観光等が

多めの都道府県」と呼ぶとあります。このとき、最も

多く点が集まっているのは左下の点 F のある部分で

す。 こ れ が 答 え に な り、 先 ほ ど の ル ー ル に 則 る 

と「出張等も観光等も多めではない都道府県」となり

ます。

つづいて、点 A ～点 F のうち、「出張等も観光等も

多めの都道府県」はどれかを聞いています。該当する

のは点 C だけです。

最後に、「出張等は多めではないが観光等は多めの

都道府県」について考えます。これは、点 D と点 E

のある部分が該当します。そして、「出張 / 人口」を 

「観光 / 人口」で割った値を比較する必要があります

が、これを計算する必要はありません。分母が大きく、

分子が小さければ、小さい値になります。この場合、

分子である「出張 / 人口」が小さく、分母である「観

光 / 人口」が大きい、点 E が正解となります。
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TEL : 092-531-7696　 FAX : 092-521-3938

〒558-0041  大阪市住吉区南住吉 4-7- 5
TEL : 06-6692-1261 　FAX : 06-6606-5171

大 阪 本 社

〒165 -0026  東京都中野区新井 1- 2 -16
TEL : 03-3389-4611　 FAX : 03-3389-4618

東 京 本 社

九 州 支 社

東 海 支 社


